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三
六

中
論
疏
記
引
用
の
中
論
注
釈
書

平

井

俊

榮

は
し
が
き

(1
)

「
中

(観
)
論
疏
記
」
(八
巻
或
い
は
十
巻
本
末
)
は
、
羅

什
訳

「
中

論
」
四
巻

の
現
存
唯

一
の
注
釈
書

で
あ
る

「
中
観
論
疏
」
(吉
蔵
撰
十
巻

本
末
)
を
さ
ら
に
注
解
し
た
書
で
あ
る
。
著
者

の
安
澄

(七
六
三
-
八
一

四
)
は
善
議

(七
二
九
-
八
一
二
)
に
三
論
を
学
び
、
日
本
三
論
宗
入
唐

(2
)

第
三
伝

の
道
慈

(
-七
四
四
)
の
法
孫
に
あ
た
る
。
伝
に
よ
れ
ば
そ
の
学

は
密
教
を
兼
ね
て
議
論
絶
倫
と
い
わ
れ
、
当
時
西
大
寺
に
あ
つ
て

「天

下
の
義
学
敢
え
て
之
に
敵
す
る
な
し
」
と
称
せ
ら
れ
た
唯
識
法
相
の
大

家
泰
演
律
師
と
し
ば
し
ば
論
争
し
、
こ
れ
を
破
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

安
澄
の
時
代
は
三
論
の
宗
風
が
よ
う
や
く
衰
え
て
き
た
頃
で
あ
る
が
、

そ
の
主
著

で
あ
る

「
中
論
疏
記
」
(
八
〇
六
年
成
立
)
は
、
わ
が
国
南
都

三
論
宗
の
精
華
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
現
存
す
る
日
本
三
論
学
者
の
著

述
の
中
で
は
最
も
古

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
に
、
吉
蔵
疏

の
注
解
と
い
う
制
約
も
あ
つ
て
か
、
思
想
体
系
的
な
論
書
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
吉
蔵
の
疏
を
め
ぐ
る
考
証
の
博
識
精
緻
な
こ
と
に
よ
り
多
く

そ
の
特
色
を
発
揮
し
た
も
の
で
、
南
都
に
お
け
る
三
論
研
究
の
百
科
全

書
的
な
集
大
成
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
書

の
中
に
は
今
日
散
逸
し

て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
各
種
文
献
や
諸
学
説

の
引
用
も
数
多
く
見
ら

れ
、
中
国
日
本
の
三
論
研
究
に
と
つ
て
貴
重
な
資
料
を
呈
す
る
も
の
で

(
3
)

あ
る
。
と
く
に
中
国
日
本
を
通
じ
て
古
来
漢
訳

「中
論
」
を
注
釈
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
人
は
非
常
に
多

い
が
、
現
存
す
る
中
論
注
釈
書
と
い
う

の
は
わ
ず
か
に
三
つ
で
、
吉
蔵

の
疏
と
安
澄
の
疏
記
の
ほ
か
に
快
憲
の

(
4
)

「
中
観
論
品
釈
」

一
巻
の
小
論
が
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
安

澄
の
時
代
に
は
少
く
と
も
次
の
十
種
の
注
釈
書

が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
疏
記
の
引
用
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

中

論

疏

二
巻

曇
影

中

論

疏

五
巻

智
琳

〃

〃

十
巻

吉
蔵

〃

〃

十
二
巻

碩

〃

〃

五
巻

元
康

〃

〃

(不
明
)

深
法
師

〃

文
句

二
巻

僧
荘

〃

玄
義

五
巻

法
朗

〃

玄
義

一巻

吉
蔵

〃

疏

四
巻

浄
秀

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
の
安
澄
疏
記
の
中
に
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
各
種
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文
献
の
中
、
中
国
の
三
論
学
者
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
漢
訳
中
論
の
諸
注

釈
書
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
や
吉
蔵
疏
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
試

み
た
い
と
思
う
。

た
だ
し
、
智
琳
の

「
中
論
疏
」
に
つ
い
て

は
す
で
に
同
様
の
視
点
か
ら
か
つ
て
こ
れ
を
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ

(5
)
り
、
ま
た
、
元
康
師
の

「
中
論
疏
」
碩
法
師
の

「
中
論
硫
」
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ら
が
安
澄
の
硫
記
製
作
の
根
幹
を
な
し
、
吉
蔵
疏
に
対
し
て

い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
同
時
に
略
説
し
て
お

い
た

の

で
、
こ
こ
で
は
と
く
に
旧
稿
の
補
遺
と
し
て
、
前
記
以
外
の
中
論
注
に

つ
い
て
そ
の
問
題
点
や
疑
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

一

曇
影
疏

二
巻

こ
れ
は
漢
訳
中
論
の
注
釈
と
し
て
は
最
も
古

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
影
は
、
羅
什
に
よ
る
中
論
の
翻
訳
に
際
し

(
6
)

て
僧
叡
と
と
も
に
そ
の
序
文
を
も
製
し
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
僧
叡

は
、
羅
什
教
団
の
最
長
老
と
し
て
そ
の
他
の
羅
什
の
翻
訳
書

の
多
く
に

序
文
を
書

い
た
人
で
、
お
そ
ら
く
中
論
に
つ
い
て
も
序
文
の
み
を
製
し

注
疏
は
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
曇
影
は
羅
什
門

下
で
最
初

に
中
論
を
注
釈
し
た
人
と
み
な
さ
れ
、
伝
記
お
よ
び
経
録
に

も
そ
の
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
蔵
が
こ
の
曇
影
疏
を
長
安
羅
什
教
団

の
中
論
研
究
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
珍
重
し
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、

自
疏
の
申

に

「曇
影

の
制
す
る
疏
に
明
か
す
が
如
し
」
(T
。
四
二
。
七

c
)
と
か
、
「
関
内
の
曇
影
法
師
の
中
論
序
に
云
く
」
(
T
・
四
二
・
二
〇

b
)
或
い
は

「影
公
云
く
」
(T
・
四
二
・
一
三
二
c
)
と
い
つ
て
こ
れ
を

引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
く
断
り
の
な
い
も
の
で
も
明
ら
か
に
曇

影
疏
を
依
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

食
欲
有
二
種
種
名
↓
初
名
レ
愛
。
次
名
レ
着
。
次
名
レ
染
。
次
名
二婬
欲
殉

次
名
二
貧
欲
殉
(
中
論
染
染
者
品
第
六
)

を
両
者
は
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

曇
影
疏

三
毒
是

万
有
之
本
。
而
貧
在

二其
首
の

若
破

二食

本
一則
滞
レ
有
自
喪
。

初
名
レ
愛
。
如
下
見
二
一
色

一念
想
始

生
上

日
レ愛
。

心
遂
連
嘱

日
レ着
。

纒
綿
深

固
日
レ
染
。

狂
心
発
動

日
レ婬
。

方
便

欲
三
以
為
二
己
物
一是
名

日
レ食
。

前
三
尚
軽
故
無
レ
不
レ
在
。

後
二
遂
重

故
唯
欲
界
。

吉
蔵
疏

一
食
欲
有
種
種
名
下
第
二
解
釈
。

初
名
レ
愛

者
。

如
下
見
二
一
色

一初

起
中

想
念
上
名
レ
之
為
レ
愛
。

心
遂

連

囑

為

レ
着
。

纒
綿
深
固
名
レ
染
。
狂

心
発
動

名
為

二
婬
欲

叩
方
便

引

取
欲

レ為

二
己

物

一名
為
二食
欲

の

前

三
尚
軽
即
通

二於

三

有
幻
後

二
遂

重
但
居
二欲
界
。

(日
本
大
蔵
経
三
論
章
疏
、
以
下
N
と
略
記
、
五
七
六
下
)

両
者
は
内
容
的
に

一
致
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

字
句
も
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に
二
十
数
例
指
摘
す
る
こ
と
が
で

(8
)

き
る
。
し
か
し
、
曇
影
疏
は
わ
ず
か
二
巻

で
あ
り
、
そ
の
数
も
自
ら
限

ら
れ
、
吉
蔵
疏
に
対
す
る
影
響
度
か
ら

い
え
ぱ
智
琳

の

「
中
論
疏
」
五

巻
に
遠
く
及
ぱ
な
い
が
、
曇
影

(
-四
一
八
)
智
琳

(
四
〇
九
-
四
八
七
)

吉
蔵

(
五
四
九
-
六
二
三
)
と
い
う
三
人
の
注
釈
家
に
よ
る
中
論
注
の
間

に
は
年
代
的
に
も
発
達
的
な
縦
の
関
係
を
予
想

せ
し
め
る
も

の
が
あ

る
。
た
と
え
ば

「観
因
縁
品
」
の

「従
レ
変
生
」
と
い
う

一
句

の
解
釈

で
あ
る
。
ま
ず
智
琳
疏
と
吉
蔵
疏
を
比
較
し
て
み
る
と
、

中
論
疏

記
引
用

の
中
論

注
釈
書
 
(
平

井
)
 

三
七
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中
論
疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
 

三

八

智
琳
疏

一
神
通
変
。
能
以
二大
海
一為
二蘇
落
。

大
地
成
二金
珍
。
繊
土
為
二浄
土
叩
浄

土
為
二繊
土
殉
此
皆
聖
人
神
通
力
不

思
議
変
。
二
者
物
自
性
変
。
明
三有

為
之
法
其
性
無
レ常
念
念
変
異
理
無
二

住
時
殉
如
二初
生
嬰
児
俄
爾
老
適
叩

有
為
法
爾
非
二人
作
一也
。
三
者
遇
縁

変
。
如
一永
性
錐
レ冷
得
レ火
成

湯
。

寒
因
縁
即
復
為
レ氷
。
如
レ是
等
類
皆

為
二外
縁
変
幻
四
者
外
道
不
達
。
謂

別
有
二変
法
一能
変
二万
物
幻
人
天
六

道
莫
レ不
レ由
レ之
。
故
云
二
従
変
生
一

也
。

吉
蔵
疏

従
変
生
者
。
変
生
者
変
有
二
四
種
殉

一
神
通
変
。
如
二変
レ石
為

玉
。

二
性
自
変
。
如
二少
変
為

老
。

三
遇
縁
変
。
如
二水
遇
レ寒
則
変
為

氷
。

四
者
外
道
。謂
別
有
二変
法
一能
変
生
二

万
法
幻

(
N
・
一
二
〇
下
-
一
二
一
上
)

す
な
わ
ち
、
吉
蔵
疏
の
い
う
四
種
の

〈変
〉
は
智
琳
疏
が
典
拠

で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
も
智
琳
疏
を
要
約
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
ら

に
こ
の
智
琳
硫
の
解
釈
は
曇
影
疏

に
基

づ

い
て
い
る
こ
と

は
、
最
初

の

〈神
通
変
〉
に
つ
い
て
曇
影
が
、
「或
神
通
変
。
如
二変
レ
水

為
レ
蘇
。

変
レ
石
成
レ
金
」
と
注
し
た
と
安
澄
が
付
記
し
て
い
る

こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
智
琳
は

「
一
神
通
変
。
能
以
二
大
海

一為
二

蘇
落
殉
大
地
成
二金
珍
殉
稼
土
為
二浄
土
鱒
浄
土
為
二繊
土
、
此
皆
聖

人

神
通
力
不
思
議
変
」
の
よ
う
に
敷
術
し
、
吉
蔵
に
お
い
て
再
び

「
一
神

通
変
。
如
二変
レ
石
為

玉
」
の
よ
う
に
要
略
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
疏

記
に
は
曇
影
疏
に
つ
い
て
は
こ
の

〈神
通
変
〉
の

一
句
し
か
引
い
て
い

な
い
の
で
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
三
疏
の
間
に
は
密
接
な

繋
が
り
が
あ
つ
た
と
み
て
よ
い
。
少
く
と
も
吉
蔵
疏

の
成
立
に
こ
の
二

者
は
与

つ
て
力
が
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

二

環
法
師
疏

(巻
数
不
明
)

吉
蔵
疏
巻

一
本
に
中
論
の
科
文
に

関
し
て
、

二
者
北
土
三
論
師
明
。
此
論
文
有
二四
巻
一大
明
二三
章
、
初
有
二四
偶
一標
二論

大
宗
殉
第
二
従
レ破
二四
縁
一以
下
寛
二邪
見
品
一破
レ執
顕
レ宗
。
第
三
最
後

一

偶
推
レ功
帰
レ仏
。
以
レ初
摂
レ初
。
故
四
偶
標
レ宗
在
二於
初
品
叩
以
レ後
摂
レ後
。

故
最
後

一
偶
推
レ功
帰
レ仏
在
二後
品
一也
。

(T
・
四
二
・
七
c
)

と
北
土
の
三
論
師
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
段
に
注
記
し
た
安
澄

は
、今
検
二深
法
師
疏
第

一
巻
一云
。
然
此
論
大
判
レ文
別
有
レ三
。
初
有
二四
偶
一標
二

論
大
宗
、
四
縁
以
下
正
明
二立
品
解
釈
、
末
後

一
偶
明
二帰
功
稽
首
所
以
殉
(後

略
)

(
N
・
六
七
下
)

と
い
つ
て
環
法
師
の

「中
論
疏
」
第

一
巻
を
引

用
し
て
吉
蔵
疏
が
こ
れ

に
拠

つ
た
こ
と
を
明
記
し
、
「今
北
土
の
三
論
師
と
云
う
は
環
法
師
な

り
」
(N
・
六
八
上
)
と
証
言
し
て
い
る
。
吉
蔵
疏
巻
二
末
に
あ
る
北
土

三
論
師
の
八
不
釈
の
紹
介
に
際
し
て
も
同
様
に
環
法
師
疏
を
引
い
て
こ

(9
)

れ
を
注
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
か
か
る
中
論
疏
を
著
わ
し
た
環
法
師

と
は
具
体
的
に
誰
か

と
い
う
と
、
安
澄
は
自
ら

「環
法
師
と
は
著
刻
東
仰
山
の
竺
潜
。
字
は

法
環
。
姓
は
王
。
郵
耶
の
人
な
り
。
(中
略
)
奮
寧
康
二
年
山
館

に
卒
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す
。
春
秋
八
十
有
九
な

り
L
(N
・
二
九
三
上
-
下
)
と

「
高
僧
伝
」
を

引
い
て
こ
れ
を
明
か
し
、
「深
法
師
は
是
れ
中
論

・
百
論
の
疏
を
作
れ

る
師
な
り
。
所
謂
北
土
の
三
論
師
と
は
是

な
り
」
(N
・
二
九
三
下
)
と

記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
吉
蔵
の
い
う
北

土

の
三
論
師

と
は

「高
僧

伝
」
巻
第

四

(
T
・
五
〇
・
三
四
七
c
)
に
記
載
さ
れ
る
法
環

で
、
彼

の

(
1
0
)

中
論
疏
を
吉
蔵
が
引

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
安
澄
も
い

う
よ
う
に
法
環
は
否
の
寧
康
二
年

(三
七
四
)
に
八
十
九
歳

で
没
し
て
い

る
。
羅
什

が
中
論
を
翻
訳
し
た
の
は
弘
始
十

一
年

(四
〇
九
)
で
あ
る
か

ら
こ
の
法

環
に
中
論
疏
の
存
在
す
る
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

安
澄
の
重
大
な
る
過
誤
で
あ
る
。
吉
蔵
疏
に
は
別
に
羅
什
以
前
の
い
わ

ゆ
る
六
家

七
宗
の

一
人
と
し
て
法
環
を
あ
げ
、

そ
の

〈本
無
義
説
〉
を

(
1
1
)

紹
介
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
或
い
は
そ
の
た
め
に
不
用
意
に
こ
れ
を
同

一
視
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
無
家
の
東
否
の
竺
法
環
と

吉
蔵
の
い
う
中
論
疏
の
著
者
で
あ
る
北
土
の
三
論
師
と
は
、
吉
蔵
自
身

の
心
証
に
お
い
て
も
全
く
別
人
で
あ
つ
た
。
な
ぜ
安
澄
は
こ
の
よ
う
な

初
歩
的
な
誤
り
を
犯
し
た
の
か
、
ま
た
北
土
三
論
師
説
と
し
て
吉
蔵
が

実
際
に
引
用
し
た
中
論
疏
の
著
者
は
誰
な
の
か
。

こ
の
点
を
次
に
考
え

て
み
た
い
。

こ
の
問
題
の
解
決
を
示
唆
す
る

一
文
が
吉
蔵
の
中
論
疏
自
体

の
中
に

見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「観
法
品
」
第
十
七
の

「
云
何
知
二
諸
法
無

我
一」
(
T

・
三
〇

・
二
一二
c
)
と
い
う
問
に
対
す
る
答
の
偶
文
十
二
偶
の

科
段
に
関
す
る
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
吉
蔵
疏
巻
八
末
に
、

次
問
答
如
レ
文
。
偶
本
関
内
旧
分
レ之
為
レ三
。
初
五
偶
明
二声
聞
稟
教
得
益
殉

次
六
偶
明
二菩
薩
稟
教
得
益
殉
後
一
偶
明
二縁
覚
得
益
幻
(中
略
)
近
代
人
云
。

此
是
北
土
瑠
師
分
レ之
。
蓋
不
三遠
尋
二古
疏
刈
故
有
二此
謬
一耳
。
又
依
二長
行

末
一青
目
自
作
二此
文
。
講
者
宣
レ用
也
。

(T
・
四
二
・
一
二
四
c
-
一
二
五
a
)

と
あ
る
。
こ
の

「観
法
品
」
の
十
二
偶
の
科
段
は
、
中
国
の
中
論
注
釈

家
の
間
で
諸
説
の
紛
叫
し
た
所
で
あ
る
。
吉
蔵
は
前
文
の
よ
う
に
最
初

の
五
偶
を
声
聞
の
得
益
、

次
の
六
偶
を
菩
薩
の
得
益
、
最
後
の

一
偶
を

縁
覚

の
得
益
の
よ
う
に
三
つ
に
分
け
る

の
で
あ

る
が
、
こ
の
三
分

説

は
、
近
代
、

つ
ま
り
吉
蔵
と
同
時
代
の
人
々
は
北
土
の
瑠
師
の
説
で
あ

る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
吉
蔵
は
、
す

で
に
関
内

(長
安
)
の

羅
什
教
団
に
お
い
て
こ
の
分
け
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
青
目
の

長
行
釈
に
も
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
こ
の
三
分
説
を
用
う
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
吉
蔵
が
、
関
内
の
古
疏
ま
で
も
ち
出
し
て
自

説
の
権
威
づ
け
を
行
な
つ
た
の
は
、
同
処
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
法

朗

(五
〇
八
-
五
八
一
)
の
五
分
説
を
も
敢
え
て
採
用
し
な
か
つ
た
な
ど
の

理
由
も
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
、
吉
蔵

が
強
調
す
る
よ
う
に
た
と
え
そ
れ
が
吉
蔵
説
の
直
接
の
典
拠
で
は
な
く

て
も
、
世
人
の
い
う
よ
う
に
北
土
の
瑠
師
に
も
ま
た
中
論

の
注
釈
が
あ

り
同
じ
よ
う
に
三
分
説
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
も

の
と
し
て
安
澄
は
、
こ
の
段
に
関
し
て

吉
蔵
以
後
の
三
論
学
者
で
あ
る
唐
代
安
国
寺
元
康

の

「
中
論
疏
」
を
引

中
論

疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
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中
論
疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
 

四
〇

用

し
、

対

比

し

て

い
る
。

す

な

わ
ち
、

康
疏

云
。
此
偶

文
而
諸
家
不
レ
同
。

択
レ善
斯

従

不
レ
善

斯

改
。

深
師
最
佳
。

今
所
二拠

用
幻
然

取
二其
意

一不
レ
取
二
其
言

一也
。
十

二
偶

分
為

二
三
章

殉
初
有
二

五
偶
幻
明
二
小
乗
観

行

一破

二
小
乗
所
破
之
法

一解

二声
聞

人
悟

入
実

相
幻
次
有

二

六
偶

殉
明
二
大
乗

観
行

一破

二
大
乗
所
破
之
法

一解

二菩

薩
人
悟

入
実

相
幻
復
有

二

一
偶
幻
明
二
中
乗

観
行

一破

二
中
乗
之
法

一解
二
縁
覚

人
悟

入
実

相
殉
准

レ
之

可

レ
悉
。

(
N

・
八
〇
九

上
-
下

)

と

い
つ

て

い
る
。

元

康

疏

が

「
最

も

佳

し

」

と

い

つ

て
拠

用

し

た
深

師

の
説

と

は
、

元

康

は

「
意

を

取

つ
て
言

を

取

ら

ず

」

と
し

て
表

現

を
変

え

て

は

い
る

が
、

内

容

的

に

は
吉

蔵

疏

に
お

い

て

一
般

に

北

土

の
瑞

師

の
説
と
信

ぜ
ら
れ
て
い
た
も
の
と

一
致
す
る
。

つ
ま
り
吉
蔵
の
い
う
瑠

師
と
元
康

の
い
う
深
師
と
は
同

一
人
物
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の

よ
う
な
仮
説
が
成
り
立
つ
。
元
康
疏
の
原
文
が
ど
う
で
あ
つ
た
か
知
る

べ
く
も
な
い
が
、
安
澄
の
疏
記
が
こ
れ
を
引
用
す
る
に
際
し
、
本
来
元

康
疏
に
も
瑠
師
と
あ
つ
た
も
の
を
深
師
の
如
く
誤
写
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
安
澄
に
は
北
土
三
論
師
H
礫
師
と
い
う
先
入
観

が
あ
つ
た
。
あ
る
い
は
、
逆
に
南
都
の
伝
承
で
は
瑠
師
が
た
ま
た
ま
深

師
の
よ
う
に
誤
写
さ
れ
て
お
つ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
結
果
、
す
で

に
見
た
よ
う
に
安
澄
は
こ
れ
を
東
晋

の
法
深

(深
)
と
み
な
し
、
前
述

の
よ
う
な
過
誤
を
犯
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
瑠

師
と
は

「
高
僧
伝
」
第
七

(
T
・
五
〇
・
三
七
四
b
-
c
)
に
記
載
す
る

法
瑠
で
あ
る
。
現
存
蔵
経
で
は
法
珍
と
な
つ
て
い
る
が
、
宋

・
元

・
明

三
本
な
ら
び
に
宮
内
省
本
と
も
法
瑠
で
あ
る
。
現
蔵

経
に
お

い
て
さ

え
、
瑞
↓
珍
の
よ
う
に
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
瑠
↓

環

(深
)
と
い
う
誤

写
は
容
易
に
あ
り
得
よ
う
。
吉
蔵
は
法
瑠
に

つ
い
て
は
熟
知

し

て
お

り
、
「
勝
髭
宝
窟
」
や

「大
乗
玄
論
」
「
浬
葉
経
遊
意
」
等
に
そ
の
説
を

(
1
2
)

引
い
て
い
る
。
「高
僧
伝
」
に
も
明
記
さ
れ
る

よ
う
に

「
大
品
般
若
」

(
1
3
)

の
義
疏
を
著
わ
し
た
人
で
あ
る
。
「
中
論
」
に
対
す
る
注
疏

が
な
か

つ

た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
現
に
吉
蔵
は
、
前
述
の
よ
う
に
北
土
瑠
師

の

中
論
註
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
疏
記
引
用
の
環
法

師
の

「中
論
疏
」
は
、
法
瑠
の

「中
論
疏
」
の
如
く
訂
正
さ
る
べ
き

で

あ
る
。
三

僧
荘

文
句

二
巻

(或
い
は
三
巻
)

こ
れ
は
前
述

の
北

土

(
1
4
)

三
論
師
の
説
を
め
ぐ
つ
て

「述
義
」
の
著
者
が
有
人
説
と
し
て
荘
法
師

の
義
で
あ
る
と
い
う
の
を
承
け
て
、
安
澄
が

「疏
記
」
中
に
そ
の
著
書

で
あ
る

「中
論
文
句
」
上
巻

の
一
節
を
引
い
た
も

の
で
あ
る

(
N
・
六

七
上
)
。
僧
荘
は

「高
僧
伝
」
第
七
の
釈
僧
徹

(三
八
三
-
四
五
二
)
の
項

に
そ
の
伝
が
付
記
さ
れ
て
い
る

(
T
・
五
〇
二
二
七
〇
c
)
。
「
述
義
」
に

よ
れ
ば
羅
什
門
下
で
成
実
と
三
論

を
よ
く

し
、
「
三
論
義
疏
」
と

「
空

有
二
諦
論
」
を
著
わ
し
た
僧
導
の
弟
子
で
あ
る
と

い
う
。
の
ち
に
こ
の

系
統
は
成
実
の

一
派
を
な
し
た
た
め
に
吉
蔵
の
系
統
か
ら
異
端
視
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
吉
蔵
の
い
う
北
土
三
論
師
に

よ
る
中
論
釈
を

「
述

義
」
は
僧
荘
の

「中
論
文
句
」
で
あ
る
と
い
う
の

に
対

し
、
「
疏
記
」

は
前
述
の
よ
う
に
法
環
の

「
中
論
疏
」
で
あ
る
と
反
駁
し
て
い
る
。

僧
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荘

の

「中
論
文
句
」
も
経
録
に
記
載
は
な
く
、
「疏
記
」
中

に
の
み
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
引
用
は
こ
の

一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

四

法
朗

玄
義

五
巻

(或
い
は

[
巻
)

本
書
を
安
澄
は

つ
ね

(
1
5
)

に

「
山
門

玄
義
」
と
し
て
巻
五
の
み
引
用
し
、
し
か
も
歴
史
的
な
叙
述

に
限

つ
て
の
み
依
用
し
て
い
る
の
で
、
は
た
し
て
こ
の
書
が
経
録
に
記

(
1
6
)

載
さ
れ
る
法
朗
の

「中
論
玄
義
」

一
巻
と
同

一
書
で
あ
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、

こ
の
玄
義
が
法
朗
の
著
述
で
あ
る
こ
と
は
安

澄
の
次
の
証
言
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、
「
玄
義
」

の
呼
称
に

つ
い
て
安
澄
は

一
山
門
者
。
僧
謹
詮
師
初
住
二山
門
幻
只
後
住
二山
中
幻
今
興
皇
法
朗
師
以
二

僧
讃
師
上
足
弟
子
一故
云
二山
門
殉
従
レ師
立
レ名
。
二
従
二山
門
僧
詮
師
一而
受
二

玄
義
一故
云
二山
門
玄
義
叩

(N
・
三
〇
〇
上
)

と
い
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
次
に
述

べ
る
吉
蔵
の

「
中
論
玄
義
」

と
区
別
す
る
た
め
に
、
三
論
学
派
の
伝
承
で
は
経
録

に
い
う
法
朗

の

「
中
論
玄
義
」
を
と
く
に

「山
門
玄
義
」
と
通
称

し
た
と
考

え
ら

れ

る
。
た
だ
し
、
経
録
の

一
.巻
本
は
誤
り
で
本
来

五
巻
本

で
あ

つ
た
の

か
、
あ
る

い
は
、
な
ぜ
安
澄
が
同
書
の
巻
第
五
の
み
を
引
用
し
た
の
か

不
可
解
な
点
も
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て

「巻
五
云
」
は
衛
字
で

経
録
の
如
く

一
巻
で
あ
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
五
巻
と
い
う
巻

数
か
ら
類
推
さ
れ
る
よ
う
に
吉
蔵

「
大
乗
玄
論
」
五
巻
と
の
混
同
が
予

想
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は

「
疏
記
」
巻
二
に

又
山
門
玄
義
第
五
云
。
釈
顕
亮
立
二不
空
仮
名
義
幻
干
法
遽
支
道
林
立
二空
仮

名
義
鴨
又
大
乗
玄
論
第
一
巻
末
云
。
次
周
顯
明
二三
宗
二
諦
殉
 (後
略
)

(N
・
二
五
四
上
)

と
あ
つ
て
明
ら
か
に
区
別
し
て
扱

つ
て
い
る
。
と

に
か
く
、
通
称
山
門

玄
義
な
る
書
が
法
朗
の
著
述
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
く
、
ま
た
、
中

論
乃
至
三
論
に
関
す
る
玄
義
で
あ
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。

五

吉
蔵

玄
義

一
巻

吉
蔵
疏
の
巻

一
末

に
、
竜
樹
の
出
世
年

代
に
つ
い
て
、

問
。
竜
樹
於
二像
法
中
一何
時
出
耶
。
答
。
叡
師
成
実
論
序
述
二羅
什
語
一云
。

馬
鳴
是
三
百
五
十
年
出
。
竜
樹
是
五
百
三
十
年
出
。
摩
耶
経
云
二七
百
年
出
幻

匡
山
慧
遠
法
師
云
下接
二九
百
年
之
運
一則
九
百
年
出
加
具
如
二玄
義
中
釈
幻

(
T

・
四
二
・
一
八
b
)

と
述

べ
て
そ
の
詳
細
な
説
明
を

「
玄
義
」
に
譲
つ
て
い
る
。

こ
れ
を
注

記
し
た
安
澄
は
、

言
二具
如
玄
義
中
釈
一者
。
中
論
玄
義
破
二外
道
殉
砒
曇
成
実
大
乗
意
明
二人
正

処
幻
具
引
二樗
伽
経
摩
耶
経
一明
二論
主
出
世
破

邪
顕

正
一云
二
七
百
年
出
世
一

也
。
今
引
二此
文
一也
。

(
N
・
一
七
四
上
)

と
い
つ
て
、
玄
義
と
は

「中
論
玄
義
」
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
。
同

様
に
小
乗
三
部

の
得
失
を
論
じ
て
、

但
今
望
二大
乗
実
相
言
亡
慮
絶
一則
計
二人
法
倶
有
一為
二下
品
殉
無
人
盲
法
為
二

申
品
殉
人
法
倶
空
為
二
上
品
幻
如
二玄
義
中
叙

之
也

(
T
・
四
二
・
一
九
上
)

と
あ
る

一
文
に
対
し
て
も
、

言
二但
今
望
大
乗
実
相
言
亡
慮
絶
等
幻
中
論
玄
義
云
。
於
二小
乗
内
一自
分
二三

品
幻
一
者
倶
不
レ得
二二
空
殉
如
二憤
子
部
云
殉
四
大
和
合
有
二於
眼
法
。
五
陰

中
論
疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
 

四

一
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中
論
疏
記
引
用

の
中
論

注
釈
書
 
(
平

井
)
 

四
二

和
合
別
有
二人
法
幻
此
下
根
人
也
。
二
者
薩
衛
之
流
但
得
二人
空
幻
不
レ得
二法

空
殉
為
二次
根
人
一也
。
三
者
讐
喩
詞
梨
蹟
摩
之
流
具
得
二
二
空
殉
為
二
上
根

人
一也
。
約
二空
義
浅
深
一即
砒
曇
是
小
乗
之
劣
。
成
実
為
二小
内
之
勝
、
故
云

二玄
義
中
説
一也
。

(
N
・
一
八
七
上
)

と
い
つ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
吉
蔵
が
と
く
に
言
及
し
な
く
て
も
安
澄
が

吉
蔵

の

「
中
論
玄
義
」
を
引
い
て
こ
れ
を
参
照
し
て
い
る
も
の
が
数
例

(
1
7
)

あ

る
。

と

こ
ろ

が
、

安

澄

が
引

用

し

た

「
中

論

玄

義

」

の
前

記

二

文

は
、

そ

れ
ぞ

れ

現

存

の
吉

蔵

「
三
論

玄
義

」

の
中

に
同

一
の
文
を

見

出

す

こ
と

が

で
き

る
。

す

な

わ

ち
前

者

に

つ

い
て

は
、

言
二
人
正
一者
。

樗
伽
経

大
慧
菩

薩
問
。

世
尊
滅

度
後
。
此
法
何
人
持
。

仏
説

レ
偶
答
。

於
二
我
滅
度
後

幻
南

天
大
国

中
。

有
二
大
徳

比
丘
刈
名
二竜
樹
菩
薩
幻

(
中
略

)
次
摩
耶
経
云
。
摩
耶

問
二
阿
難

一
日
。
仏
滅

度
後
。

何

人
持
レ
法
。

(
中
略

)
七
百
年
間
有
二
一
比
丘

一日
二竜

樹
。

(
後
略
)
(
T

・
四
五

・
六
b
)

と

一
致

し
、

後

者

に

つ

い

て
は
、

問
。

毘
曇
但
明
二
人
空
殉
成
実
具

明
二
二
空
。

云
何
両
論
無
レ
有
二
優
劣
。
答

於
二

小
乗
内

一分
二三
品
殉

一
者
倶
不
レ
得
三

一空

叩
如
二
憤
子
部
云
。

四
大
和
合
有
二

於
眼
法
幻
五
陰
和
合
別
有
二
人
法
。

此
下
根
人
也
。

二
者
薩
衛
之
流
。

但
得
二

人
空
幻
不
レ得

二法
空
。

為
二
次
根
人

一也
。

三
者
響
喩
詞

梨

之
流
。

具

得
二
二

空
幻
為
二
上
根

人
一也
。

約
二
空
義

一浅
深
。

則
毘
曇
為

二
小
乗

之

劣
殉
成

実

為
二

小
内
之
勝

一也
。

(
T

・
四
五

・
四
c
-
五

a
)

を

指

す

こ
と

は

明
ら

か

で
あ

る
。

さ

ら

に
吉

蔵

疏

に

「
玄

義

中

具

釈

」

と
あ

る

を

安

澄

が

と
く

に

「
中

論

玄

義

」

と

は

い

わ

ず
、

「
一
巻

玄

義

云
」
の
よ
う
に
注
す
る
場
合
も
あ
る
。
(N
・
二
二
〇
上
、
N
・
一
〇
〇
〇

下
)
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
い
ず
れ
も
現
存

の

「三
論
玄
義
」
に
そ
の
相

当
文
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
安
澄
の

「疏
記
」
中
に
は

一
度
も

「三

論
玄
義
云
」
と
い
う
引
用
は
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
吉

蔵
疏
に

「
玄
義
云
」
と
あ
れ
ば
そ
れ
は
例
外
な
く

「
三
論
玄
義
」
の
こ

と
で
あ
り
、
安
澄
の
時
代
に
は
と
く
に
こ
れ
を

「
中
論
玄
義
」
と
称
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
経
録
の
記
載
と
も
符
合
す
る
。

す
な
わ
ち
、
経
録
に

「中
論
玄
義

一
巻
吉
蔵
撰
」
と
あ
る
場
合
は

「
三

論
玄
義
」
を
欠
き

(安
遠
録
・
永
超
録
)
、
逆
に

「
三
論

玄
義

一
巻
吉
蔵

撰
」
と
あ
れ
ば

「中
論
玄
義
」
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
る

こ
と
は
な

い

(奈
良
朝
現
在
録
)
。
さ
ら
に
後
代

の
珍
海

(
一
〇
九
二
-
一
一
五
二
)
に

な
る
と
、
「中
論
玄
義
」
と

「
三
論
玄
義
L
は
同
時
に
交
互
に
多
数
引

用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

「
三
論
玄
疏
文
義
要
」
巻
第
二
に

中
論
玄
初
云
。
夫
適
化
無
方
。
陶
誘
非
レ
一
。
考
二聖
心
一以
息
レ患
為
レ主
。

統
二教
意
一以
通
レ理
為
レ宗
。

(T
・
七
〇
・
二
二
九
a
)

と
あ
る
が
、
同
巻
に
は
す
ぐ
続
け
て
、

三
論
玄
云
。
辮
二此
論
宗
旨
一云
。
亦
以
二
二
諦
一為
レ
宗
。
但
今
欲
レ示
二
三
論

不
同
。
宜
下
以
二境
智
一為
占宗
。

(
T
・
七
〇
・
二
三
〇
c
)

と
い
う
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
例
外

な
く
現
存

「
三
論
玄

義
」
中
に
相
当
文
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
珍
海
に
お
い
て
独
特
な
用
法
で
あ
つ
て
、
安

澄
で
は

「中
論
玄
義
」
、
他
の
三
論
学
者
に
あ

つ

て
は

「
三
論
玄
義
」
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と

し

て
統

一
的

に
引

用

す

る
場

合

が
多

い
。

そ

こ

で
結

論

と

し

て

は
、

「
中
論

玄

義

」

と

「
三
論

玄

義

」

と

い
う
異

な

つ
た

二
本

が
あ

つ

て
た

ま

た

ま
内

容

が
重

複

し

て

い
た

と

見

る

よ
り

は
、

こ

の
二
本

は
南

都

の

伝

承

で
は

同

本
異

称

の

ま
ま

に

そ

れ

ぞ

れ

に
伝

写
さ

れ

て
二
本

と

な

つ

て

い
た

と

見

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。

珍

海

の
併

用

が

こ
れ

を

示
唆

し

て

い

る
。

し

た

が

つ
て
、

安

澄

の

い
う
吉

蔵

の

「
中

論

玄
義

」

と

は
現

存

の

「
三
論

玄
義

」

に
ほ

か

な

ら

な

い
。

伏

浄

秀

師

疏

四

巻

以

上

の
中

論
釈

の

ほ
か

に
、

安

澄

の
時

代

に

作
者

不

詳

の
四

巻

本

の
疏

が

あ

り
、

安
澄

は

こ
れ

を

「
疑

う
ら

く

は

浄
秀

師

の
疏

な

ら

ん
」

(
N

・
二
〇
〇

下
)
と

い

つ

て
い

る
。

し

か

し
、

そ

の
内

容

が

ど

の

よ
う

な

も

の

で
あ

つ
た
か

は

紹
介

し

て

い
な

い
。

浄

秀

そ

の
人

の
伝

も

不

詳

で
あ

る
。

1

「
中
論
疏
記
」

(
八
巻
本
末
)

(
大
正
大
蔵
経
巻
第
六
五

・
一
N
o
.
 
2
2
5
5
)

「
中
観
論
疏
記
」
(
十
巻
本
末

・
会
本
)
(
日
本
大
蔵
経
三
論
章
疏
上
下
)
。

2
 
伝
記

は
元
亨
釈
書
巻
第
二
、

本
朝
高
僧
伝
巻

第
五
等

を
参
照
。

「

3
 

法
政
大
学
泰
本
融
教
授

の

「
国
訳
中
観
論
疏
」
(
国
訳

一
切

経

和

漢

選

述

26
論
疏
部
六
)
中

の

「
中
観
論
疏
解
題
」

二
四
頁
に
は
、

安
澄
が
中
論

疏
記

の
中
で
引

用
す
る
文
献

・
学
説

を
整
理

し
て
列
記
し
て
あ
り
、

き
わ

め
て
便
利

で
あ

る
。

4
 
羽
渓
了
諦

「
中
論
解
題
」

(
国
訳

一
切
経
中
観
部

一
)

三
〇

頁

参

照
。

快
憲

の

「
中
観
論

品
釈
」

(大

正
大
蔵

経
巻

第

六

五

・
二
四

八
N
o
.
 
2
2
5
6

日
本
大
蔵
経
三
論
章
疏

下
)

の
成

立
は

一
五
二
七

(
大
永

七
)
年
。

5
 
拙
稿

「
三
論
教
学
成
立
史
上

の
諸
問
題
」

(
駒
沢
大
学
仏
教

学

部

研

究

紀
要

二
三
号
昭
和
四
〇
年

三
月
)
参
照
。

6
 
僧
叡

と
曇
影

の

「
中
論
序
」

に

つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ

れ
出
三
蔵
記
集
巻

第
十

一

(
T

・
五
五

・
七

六
c
-
七
七
b
)

に

「
中
論

序

第

一
」

「
中
論

序
第
二
」
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
。

7
 

高
僧
伝
巻
第
六
釈
曇
影
伝

「
什
後
出
二
妙
法
華
経
幻
影
既
旧
所
二
命
宗
殉

特

加
二
深
思
叩
乃

著
二法
華
義
疏

四
巻
幻
井

注
二
中

論
一」

(
T

・
五
〇

・
三

六
四

a
)
ま
た
、

経
録

に
は
東
城
伝
燈
目
録

に

「
中
論

疏
二
巻
曇
影
師
」

(
T

・
五
五

・
一
一
五
九

a
)
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
に

「
中
観
論
疏

一
巻

曇

影
述
」

(
T

・
五
五

・
一
一
七
六

c
)

の
よ
う

に
記
録

さ

れ
て

い
る
。

し
か
し
、
奈
良
朝
現
在

一
切
経
目
録

(
石
田
茂
作
篇
)
、
お
よ
び

三
論

宗

章

疏

(
安
遠
録
)

に
は
見
え
な

い
。

8
 

N

・
六
六
下
、

一
一
三
上
、

一
二
〇
上
、

二
〇
〇
下
、

四

一
六
上
、

四

一
八
上
、

四
二
〇

上
、
四
二
三
上
、
四
四
五
下
、
五
〇
七
上
、
五
三
二
上
、

五
七
六
下
、

五
八
八
下
、

六
八
九
下
、

六
九
八
上
、

七
〇

一
上
、

七

一
三

上
、
七
六
六
上
、
七
六

一
下
、

七
八
八
下
、

八
六
五
下
、

八
九
六
上
、

九

三
六
下
等
参
照
。

9
 
吉
蔵
疏

「
復
有
二
北
土
三
論
師
幻
釈
二
此
八
不

一凡

有
二
三
義
叩

一
就
二
空

理

一釈
。

明
二
畢
寛
空
理

一非
レ
起
非
レ
出
。

是
故
不
生
。

(後
略
)」

(
T

・
四

二

・
三
二

c
)
安
澄
疏
記

「
疏
云
二
復
有
北
土
三
論
師
等

一者
。

此
下
第

二

約
二
北
土
三
論
師
義

一而
為
レ
言

之
。

於
レ
中

有
レ
ニ
。

初
述
レ
計
。
後

破
二
此

文
初

一也
。
深
法
師
疏
第

一
巻

云
。
初
云
二
不
生
不
滅
一者
此
偶
略
作

三
二
対

一

解
釈
。
第

一
就
二
空
理
一
解
。
第

二
就
二
縁
起
事

一
解
。
第
三
対
レ執
解
。

就
二

空
理
一解
者
。

明
法
性
本
空

非
レ
起
非
レ
出
不
レ
得
レ
名
レ
生
。

(後
略
)

(
N

・
三
二
八
下
-

三
二
九
上
)

10
 
疏
記
に
は
法
深

の
伝
は

「高
僧
伝
第

三
云
」

と
あ
る
も
、

こ
れ
は
第

四

中
論
疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
 

四
三
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中
論
疏
記
引
用

の
中
論
注
釈
書
 
(
平

井
)
 

四
四

巻

の
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
高
僧
伝

に
は
法
深

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、

安
澄
は

「
言
二
深
法
師

輔者
有

本
作
二
深
字
こ

と
注

し
、
深

と
深
、

或

い
は

探
が
容
易
に
混
同

さ
れ
る

こ
と
を
注
意
し

て
い
る
。

11
 
吉
蔵
疏
巻

二
末

「
次
環
法
師

云
。
本
無
者
未
レ
有
二
色
法
幻
先
有
二
於
無

一

故

従
レ
無
出
レ
有
。

即
無
在
二有
先

一有
在
二無
後

殉
故
称
二
本

無
幻
此

釈

為
二

肇
公
不
真
空
論
所
破

こ

(
十

・
四
二

・
二
九

a
)
参
照
。

12
 
勝

壷
宝
窟
巻

上

(
T

・
三
七

・
五
a
-

b
)
大
乗
玄
論
巻
第

四

(
T

・

四
五
・

六
〇

c
)
浬

葉

経

遊

意

(
T

・
三

八

・
二

三
三
b
)
参

照
。

な

お
、

浬
繋
経
遊

意
に
陛
師

と
あ
る
も
瑠
師

の
誤
記
。

宇
井
伯
寿

「
国
訳

一

切
経
和
漢
撰
述

44
諸
宗
部

一
」

一
〇
七
頁

の
脚
注
参
照
。

13
 
高
僧
伝
巻
第
七
釈
法
瑞
伝

「
乃
著
二浬
藥
法

華

大

品
勝

壼

等

義

疏
こ

(
T

・
五
〇

・
三
七
四

c
)
。

14
 
詳

し
く

は

「
中
論
疏
述
義
」

で
、
安
澄

の
疏
記
と
同
じ
よ
う
に
吉
蔵

の

「
申
論
疏
」

に
対
す

る
注
解

の
書

で
あ
る
。

湯
用
形

「
漢
魏
両

否
南
北
朝

仏
教
史
」

一
六
九
頁

に

「
述
義
乃
中
論
述
義
、
作
者
不
明
」

と
あ
る
は
申

論

疏
述
義

の
誤

り
で
あ
ろ
う
。

15
 
疏
記
中
に

「
山
門
玄
義

云
」

と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
は
次

の
五
ケ
所

で

あ
る
。

N

・
二
五
四
上
、

二
九

二
上
-

二
九
三
下
、

二
九
四
上
、

二
九
六

下
、

二
九
六
下
-

三
〇
〇
下
。

16
 

三
論
宗
章
疏

「申
論
玄

一
巻
興
皇

寺
法

朗

述
」

(
T

・
五
五

・
一

一
三

七

c
)
東
域
伝
燈
目
録

「
中
論
玄

一
巻
興
皇

寺

法
朗

師
」

(
T

・
五
五

・

一
一
五
九

a
)

等
参
照
。

な
お
、
湯
前
掲
書

一
六
九
頁

に

「
山
門

玄
義
似

即
陳

・
三
論

師
興
皇
法
朗
作
之
中
論
玄
義
」

と
あ
る
を
参
照
。

17
 
N

・
一
九
四
下
、

二
二

一
下
、

二
五
〇
上
、

二
五

一
下
、

等
参
照
。

(
文
部
省
科
学

研
究
費

に
よ
る
研
究
成
果
報
告

の

一
部

で
あ

る
。
)
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